
「旭中学校と私」 

 

旭中学校が創立八十周年という大きな節目を迎えられたことを、心からお祝

い申し上げます。 

私にとって旭中学校は、単なる勤務校ではなく、多く出会いと学びを与えて

くれた特別な場所です。毎朝、正門で交わす「おはようございます」の元気な

あいさつから一日が始まり、生徒たちの笑顔や真剣な表情に、学校という場の

活力を感じてきました。 

特に印象に残っているのは、学校行事です。体育大会では、競技の勝敗だけ

ではなく、仲間を懸命に応援する姿や、最後まであきらめずに走り切る姿に胸

を打たれました。また、文化発表会では、一つの歌を完成させるために何度も

話し合い、練習を重ねる中で、学級が一つにまとまっていく様子を見るたび

に、生徒の成長の大きさを実感しました。 

学校は校舎や施設だけで成り立つものではありません。生徒、保護者、地域

の皆様、そして教職員が力を合わせ、長い年月をかけて築き上げてきた歴史と

伝統こそが旭中学校の財産です。その歴史の一ページに関わることができたこ

とを、私は大変誇りに思っています。 

八十年の歩みを礎として、旭中学校がこれからも生徒一人一人が夢や希望を

はぐくむ学び舎として、さらに発展していくことを心から願っています。 

               

尾張旭市立旭中学校 二村 尚文 校長より 

 


